
What�s e-Thoth™?
従来の外科系コンテンツに加え、診療科や専門を
問わず、様々なコンテンツを幅広くご覧いただける
医療従事者向け会員制統合プラットフォームです。

製品の詳細情報はこちらから
https://e-thoth.medtronic.com/e-thothIN.PACT 検 索
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‡ メドトロニック社内データ（動脈モデルを使用した動物試験から得られたデータ）

＊   手技後36カ月までの標的病変の一次開存率。手技後36カ月までの評価で、臨床的定義に基づく標的病変血行再建術（CD-TLR）がなく、又はアクセス回路に血栓症が認められない 
こと。Kaplan-Meier生存分析に基づいて報告された主要有効性評価項目。

※ 手技後36カ月までのアクセス回路の一次開存率。手技後36カ月までにアクセス回路の再インターベンションがないこと、
又はアクセス回路に血栓症が認められないこと。Kaplan-Meier生存分析に基づいて報告された副次有効性評価項目。

Ordering information 
IN.PACT™ AV Drug-Coated Balloon

カタログ番号
80cmシャフト

バルーン径 
（mm）

バルーン長
（mm）

適合シース
（F）

推奨拡張圧 
（atm）

最大拡張圧
（atm）

IAV04004008P

4

40

5

8

14

IAV04006008P 60
IAV04008008P 80
IAV04012008P 120
IAV05004008P

5

40

6

IAV05006008P 60
IAV05008008P 80
IAV05012008P 120
IAV06004008P

6

40
IAV06006008P 60
IAV06008008P 80
IAV06012008P 120
IAV07004008P

7
40

7

IAV07006008P 60
IAV07008008P 80
IAV08004008P

8
40

10

IAV08006008P 60
IAV08008008P 80
IAV09004008P

9
40

IAV09006008P 60
IAV09008008P 80
IAV10004008P 10 40

6 9
IAV12004008P 12 40 9

Unique formulation

Unique design

薬剤コーティング
パクリタキセルと尿素からなる独自
製剤をまとったバルーンが病変に
アプローチします。

薬剤送達
コーティングされた製剤は血管内で
バルーンを拡張した時にバルーン
から血管壁へパクリタキセルを送達
します。

組織内の薬剤
パクリタキセルは血管壁に浸透し、
180日以上にわたって検出可能な
濃度で血管壁内に留まり、再狭窄を
抑制することが期待されています‡。

IN.PACT™ AV 薬剤コーティングバルーンの独自のデザイン

IN.PACT AV DCB

薬剤 パクリタキセル

用量 3.5µg/mm2

担体 尿素

プラットフォーム Admiral™ Xtreme PTA†

Duration of paclitaxel in tissue
IN.PACT AV DCBでは、パクリタキセルは血管壁に浸透し、180日以上に
わたって検出可能な濃度で血管壁内に留まり、再狭窄を抑制することが
期待されています‡。

UREA

PACLITAXEL
3.5 μg/mm2

IN.PACT™ AV
Drug-Coated Balloon

Fewer interventions1

more of what matters



日本人コホート3

日本人コホート3

IN.PACT™ AV performed for patients in IN.PACT AV Access study

First & only*
36-month

results

IN.PACT AV薬剤コーティングバルーンは、
IN.PACT AV Access試験において
36カ月までの良好なデータを示した
初めての、そして唯一*のDCBです
*2023年2月時点

標的病変の一次開存率（36カ月まで）※, 4, 5

アクセス回路の一次開存率（36カ月まで）※, 4, 5
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試験デザイン

3カ国の多施設共同研究
DCB群 vs PTA群 比較試験

登録患者数  330名

Standard PTA

Standard PTA

IN.PACT AV DCB

IN.PACT AV DCB

IN.PACT AV Access試験において、
良好な成績が得られました

カプランマイヤー分析による6カ月時点での一次開存率

6カ月時点の再インターベンション回数1, 2

91 56%
Reduction

PTA IN.PACT AV DCB

40

New England 
Journal 

of Medicine
に掲載されました
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